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数学教育学の基本的理論を身に付け，数学的概念に関する認識論的研究および学校数学に関する数学的研究手法を学ぶことで，数学教育学全般についての見識を深めるとと
もに，高度な研究能力および指導力を養う。
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数学の本質に関する理論に基づいて，数学的概念の認識過程について理解するとともに，数学教育学全般に関する専門的知識を

授業の内容

数学教育学に関する基礎理論１（代数的内容)1

数学教育学に関する基礎理論２（幾何的内容）2

数学教育学に関する基礎理論３（関数、確率・統計)3

数学的概念に関する認知心理学的研究１（数学的概念）4

数学的概念に関する認知心理学的研究２（理解、問題解決)5

数学的概念に関する認知心理学的研究の展望6

数学観に関する哲学的研究１（認識論）7

数学観に関する哲学的研究２（現象、本質）8

数学的表現に関する記号論的研究１（言語、記号）9

数学的表現に関する記号論的研究２(操作、図表）10

学校数学における指導原理１（問題解決)11

学校数学における指導原理２（活動主義）12

学校数学における指導原理３（教授学習理論）13

数学教育学における研究手法１（教材開発法、授業分析法）14

数学教育学における研究手法２（授業構成法)15

ア
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テ
ィ
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A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

授業の途中で、重要な事柄に対して議論する時間を設定する。また、毎
回、自分の考えをまとめて報告する課題を提示する。
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時間外学修
の内容と時
間の目安

事前に指定した文献や課題に対して研究し，概要を把握・整理しておく。毎授業前2時間程度必要。準備
学修

事後
学修

授業で探究した事項について振り返り，整理するとともに，新たな課題について追究する。毎時間後1時間程度必要。

教科書

特に指定しない

参考書

小学校学習指導要領解説算数編，中学校学習指導要領解説数学編，高等学校学習指導要領解説数学編

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

授業前の準備状況

授業中の探究状況

授業後の整理，追究状況

20%

60%

20%

注意事項
授業構想、模擬授業を適宜取り入れる

備考
なし
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